
６年で成績がどん底になった子供が「やる気」を出しはじめた・・・ 
 
受験日まで！志望校に合格するための親の役割セミナー 

 
 
 
憧れの志望校に合格させたいお母さんへ 
 
 

中学受験の学年を迎えた６年生のご家庭では、 
９月からはじまった、合格に重要な志望校特別講座や、過
去問の勉強をやり込まなくてはいけないことに、さまざま
な悩みと不安を抱えています。 
 
 
・秋から成績が下がってきた 
・勉強しても子供の偏差値が上がらない 
・志望校の過去問の点数がとれない 
・志望校の合否判定が２０％ 
・日曜の志望校講習が増えて復習が追いつかない 
・子供が中学受験から逃げている 
・偏差値と子供の勉強態度へのイライラ 
・中学受験への不安 
などなど 
 
 
このように、お子さんの偏差値の悩みや中学受験の不安を抱えながら、 
お子さんの志望校合格のためにサポートを頑張っているならば、 
私が憧れの志望校に合格できるようお手伝いがしたい。 
そんな思いからセミナーを開催することにしました。 
 

 
 

塾や志望校別講習に行っていても成績があがらないのには 
理由があります 

 



なぜなら、合格するため偏差値をあげるために塾や志望校別講習に通わせてい
ても、志望校合格に役立つ問題や解き方は教えてくれますが、できるようには
してくれないからです。 
 
つまり、入試直前でも、塾の役割は「勉強を教えること」 
成績をあげてくれるわけではありません。 
 
これから入試日まで、合格するため成績をあげるには、親の力が必要だという
のが現実です。 
 
 
 

なぜそんなことがいえるのでしょうか？ 
 
私は、今でこそ、 
中学受験を目指すお母様のアドバイスをしていますが、私自身、中学受験で 
長期反抗していた息子の成績に悩んだからです。 
 
私の息子は、「中学受験は絶対する」といいますが、「第一志望校にどうしても
入りたい」という強い意志はありませんでした。 
「兄の学校がいい学校」としか思っていなかったからです。 
 
ですから、６年生になって勉強が難しくなると、がんばりがきかなくなり、夏
休みも受験勉強から逃げたまま、秋からはさらに成績が下がりました。 
 
６年生１０月には、４年生で入塾してからの「ワースト１」の成績をとったほ
ど、成績が落ち込んだのです。 
 
 
息子は、塾の授業も志望校別講習も休みません。 
息子の成績が下がる原因は、明らかに家庭学習でした。 
 
私は、受験から逃げ、反抗を続ける息子の状況を常に把握しながら、様子を見
ていました。 
 
 



その結果、 
家庭学習でやり残した問題や、志望校別講習のプリント問題もバツ直しが放置
されたままとなり、偏差値もクラスも下がっていったのです。 
 
 
６年秋からの大切な時期に、子供の失った自信を取り戻すことは大変難しいこ
とです。 
私が一番にやるべき重要なことは、受験生として「勉強をちゃんとやらない行
動」ではなく、「勉強をちゃんとやらないという気持ち」に寄り添うことでした。 
 
 
一か八か・・・ 
 
 
ある日、ついに息子の心の変化が行動に現れる日がきたのです。 
このチャンスを逃さず、小さな成果をあげたことで、息子の自信を取り戻すこ
とができました。 
 
 
短期間ではありましたが、息子は受験に向かって集中して勉強することができ
るようになりました。 
 
そして、息子の精神面と勉強面のサポートをしっかりおこなうことで、最終在
籍クラスも内部成績で上がるほど、ぐんぐん力をつけ調子を上げて入試日を迎
えることができました。 
このとき、 
子供が志望校に合格する勉強をするためには、 
子供が勉強できる心の環境がいかに重要かということ。 
そして、親の協力が不可欠であることを実感させられたのです。 
 
 
 
６年生の難しい問題と勉強量。 
秋からの家庭学習では志望校過去問や志望校別講習の復習も増え、 
模試やそのテストの復習もやらなければいけません。 
 



 
勉強していたつもりでも、秋からの成績が下がることで、自信を失ってしまえ
ば、小学生の子供がひとりで心を立て直すことはできないのです。 
 
 
つまり、たとえ塾や志望校別講習に行っていたとしても、これから入試までは、
子供の心の管理や勉強面での親の役割ができなければ、志望校に合格する勉強
をすることができないのが現実です。 
 
 

 
ではどうすればいいのか？ 

 
答えは簡単です。 
 
親自身が、 
「志望校に合格するための親の役割」を知っておくことです。 
そして、お子さんの志望校合格のために、これから入試日まで必要な親の役割を
勉強する、ということです。 
 
 
そして、うれしいことに、 
「志望校に合格するための親の役割」は、どんなお子さんの成績にも対応可能で
す。 
 
 
成績が下がる子供のメンタル管理はどうすればいいのか？ 
自信をなくしている子供に何をすべきなのか？ 
子供に重要なお母さんの接し方とは？ 
 
 
合否判定２０％から第一志望校に合格した事例から、 
親子関係やお母さんの役割の重要性について具体的にお話しします。 
 
「志望校に合格するための親の役割」を知り、あなたのお子さんの場合で、あな
たが何ができるのかを実践すれば、志望校に合格するための勉強ができるのです。 



 
 
そこで、もし、「志望校に合格するための親の役割」を知りたいということであれ
ば、 
１１月５日（水）に開催の 
「入試日まで！志望校に合格するための親の役割セミナー」はきっとお役に
立つはずです。 
 
 
たった 2時間で、「入試日まで！志望校に合格するための親の役割」を、完全に
理解することができるからです。 
 
 
 

このセミナーでお話しする内容は 
 
この「入試日まで！志望校に合格するための親の役割」は、 
私、安藤由紀が講師として講座を担当する、 
対面型のセミナーです。 
 
文字通り、中学受験で合格するために実証された 
合否が決まるほどの重要な親の役割をお伝えいたします。 
 
 
・中学受験で最も大切なこととは？ 
・合格するための３つの親の役割とは？ 
・合格に必須なお母さんの心のあり方 
・ラスト３ヶ月で子供を伸ばす方法 
・中学受験を成功させるための必須条件とは？ 
・本番で力を発揮する断然有利なこととは？ 
・１０月から入試当日まで親子のメンタル管理について 
 
 
 

あなたがこのセミナーで得られるもの 
 



このセミナーを受けていただくことで、下記のような成果を得ていただくことが
できます。 
 
・志望校の合格に向けて親の役割が明確になる 
・お子さんのため、合格のためにお母さん自身に何が必要なのかがわかる 
・親がどのようなサポートすればいいのかが明確になる 
・実践することで、合格に重要な親子関係が良くなる 
・合格するために入試直前やってはいけないことがわかる 
 
 
 

人数限定です 
限りある時間の中で、 
「入試日まで！志望校に合格するための親の役割」を、お伝えいたします。 
そのため、【１０名限定】のセミナーといたします。 
 
 

 
開催詳細 

 
《日時》 
 
子供がやる気を出しはじめた！ 
「第２期 入試日まで！志望校に合格するための親の役割セミナー」 
 
 
講師     安藤由紀（Mother α主宰） 
開催日    ２０１４年１１月５日（水） 
時間     １１時～１３時 
場所     新宿（お申し込み後、個別に連絡いたします） 
定員     １０名 
参加費    ５０００円（振込手数料はご負担ください） 
 
 
※	
 セミナーのあとは、１３時１０分から懇親会をします。 

（別途１０００円～２０００円程度の参加費用がかかります） 



もちろん安藤自身も出席しますので、ぜひこちらも参加して、情報交換や親睦を深めてください。 

 
 
 

成果につながるよう特典をご用意しました 
 
【特典１】 
 
1 週間のメールサポートをお付けいたします。 
セミナーの内容の確認や、こんな時どうすればいいの？ 
という質問にお使いください。 
 
 
【特典２】 
 
御三家校 
クリアホルダープレゼント 
 
 
 

参加について 
 
中学受験の６年生の保護者の方なら、 
どなたでもご参加いただけます。 
 
 
 

確認です 
 
志望校に合格するために最も重要なお母様の接し方を軸に、 
「志望校に合格するための親の役割」について、お伝えするセミナーとなって
います。 
 
子供が合格するために何が必要か？ 
「今」あなたが変わるべきことは？ 
これから入試当日まで、どのような状態になればいいのか？ 



 
その知識を得ていただき、これからどのように親子で合格の準備をしていくの
かを、体得していただくことが目的です。 
 
 
 

追伸 
 
「入試日まで！志望校に合格するための親の役割セミナー」で、お伝えする 
「重要なお母様のやるべきこと」の知識は、合否にかかわります。 
 
お子さんと志望校に合格したい！ 
お子さんを行きたい学校に合格させてあげたい！ 
そう思っている方のお申し込みをお待ちしています。 
 
 
私が今できる最高の方法と情報をご提供させていてだきたいと思っております。 
会場でお会いできることを楽しみにしています。 
 
 
 
 
 
お申し込みは こちらから 
⇒  https://39auto.biz/nutdoan/touroku/entryform6.htm 
 
 
 
 
ご質問はお気軽にご連絡ください。 
⇒ info@mother-a.com 
 
 
 
                    Mother α 
                    安藤由紀 



 
                    【HP】  http://mother-a.com/ 
                   【ブログ】 http://mother-a.com/blog/ 
 
 
 
 


